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松岡特殊鋼

新
型

軸
加
工
機
導
入

津
島
工
場

能
力

割
向
上
へ

Ｊ
Ｆ
Ｅ
鋼
板「
フ
レ

ム
キ
ト
」

高
架
下
建
物
に
初
採
用

新
春
懇
親
会
を
開
催

東
海
Ｃ
Ｃ
工
業
会

人
が
出
席

ＡＩの入場者数
予測モデル開発

Jリーグ向け

Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｌ

山 特

Ｄ
プ
リ
ン
テ

ン
グ

金
属
粉
末
な
ど
展
示

カールツァイスの
計測機器を紹介
進和がプライベートショー

低
Ｃ
Ｏ
川
崎
ブ
ラ
ン
ド

J
F
E
S
に

証
書
を
授
与

【
名
古
屋
】
特
殊
鋼
流
通
大
手
の
松
岡
特
殊
鋼

（
本
社

名
古
屋
市
中
川
区
松
年
町

―

、
松

岡
隆
司
社
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
津
島
工
場
（
愛
知

県
津
島
市
白
浜
町
字
鳥
羽
見

）
に
新
型
の

軸

加
工
機
を
導
入
し
本
格
稼
働
を
開
始
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
津
島
工
場
で
は

軸
加
工
機
の

台
体
制

を
構
築
。
投
資
効
果
と
し
て
来
年
度
（

年

月
期
）
の
早
い
段
階
で
津
島
工
場
の
加
工
能

力
を

割
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
高
精

度
加
工
の
領
域
を
広
げ
る
考
え
だ
。

今
回
導
入
し
た

軸
制

御
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
は

Ｄ
Ｍ
Ｇ
森
精
機
製
の
「
Ｄ

Ｍ
Ｃ

Ｕ

ｄ

ｕ
ｏ
Ｂ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
」
で
、

前
月
に
据
え
付
け
工
事
を

完
了
し
た
。
全
送
り
軸
駆

動
冷
却
に
よ
る
最
大

％

の
加
工
精
度
向
上
や
、
電

力
消
費
量
を
最
大

割
カ

ト
す
る
高
効
率
性
が
特

長
。省
ス
ペ

ス
設
計
で
、

加
工
中
の
段
取
り
が
可
能

な
高
速
パ
レ

ト
チ

ン

ジ

も
標
準
装
備
。
難
削

材
の
加
工
か
ら
工
具
お
よ

び
金
型
製
作
で
要
求
さ
れ

る
最
高
レ
ベ
ル
の
面
品
位

ま
で
実
現
で
き
る
。

津
島
工
場
で
は
恒
温
室

で
小
物
の
超
精
密
加
工
を

行

て
い
た
が
、
設
備
移

転
な
ど
に
伴
い
空
い
た
ス

ペ

ス
に
ま
ず
新
鋭
機
を

設
置
。

角
の
母
材

サ
イ
ズ
に
対
応
し
、
中
・

大
物
の
自
動
車
向
け
部
材

加
工
を
メ

ン
に
生
産
性

と
製
品
精
度
の
向
上
を
図

る
。
津
島
工
場
で
は
引
き

続
き
恒
温
室
の
活
用
に
よ

る
他
設
備
の
設
置
を
進
め

加
工
の
効
率
・
精
度
を
ア

プ
す
る
方
針
で
、
松
岡

社
長
は
「
全
社
的
な
整
備

を
進
め
高
付
加
価
値
な
加

工
分
野
を
拡
大
し
、
利
益

率
の
高
い
経
営
体
制
を
構

築
す
る
」と
話
し
て
い
る
。

同
社
は
東
海
圏
に
生
産

拠
点
の

工
場
を
含
む

拠
点
を
擁
し
、
高
品
質
の

金
型
材
料
を
始
め
、
多
様

な
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
を

駆
使
し
た
精
密
加
工
を
手

掛
け
る
有
力
特
殊
鋼
流
通

企
業
。

Ｊ
Ｆ
Ｅ
鋼
板
（
小
倉
康

嗣
社
長
）
は

日
、
シ
ス

テ
ム
鉄
骨
「
Ｊ
Ｆ
Ｅ
フ
レ

ム
キ

ト
」
が
新
宿
駅

東
南
口
高
架
下
の
観
光
案

内
所
と
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ

ス
に
採
用
さ
れ
、
こ
の
ほ

ど
完
工
し
た
と
発
表
し

た
。
従
来
は
集
合
住
宅
や

高
齢
者
施
設
、
店
舗
を
中

心
に
採
用
さ
れ
て
き
た

が
、
高
架
下
の
建
物
へ
の

採
用
は
初
め
て
。

カ
月

半
と
い
う
短
工
期
の
施
工

が
求
め
ら
れ
、
現
場
が
重

機
が
入
り
づ
ら
い
駅
前
狭

小
地
の
た
め
、
部
材
の
軽

量
化
や
耐
火
性
能
も
必
要

と
な
る
中
、
そ
れ
ら
の
要

求
を
満
た
し
た
こ
と
が
採

用
の
決
め
手
と
な

た
。

こ
の
ほ
ど
完
工
し
た

「
新
宿
観
光
案
内

所
」
は

年
の
東
京
五
輪
・

パ
ラ
リ
ン
ピ

ク

を
見
据
え
、
文
化

観
光
情
報
発
信
拠

点
の

つ
と
し
て

建
て
ら
れ
た
。
施

工
場
所
は
甲
州
街

道
の
高
架
下
で
、

工
期
や
重
機
使
用

の
面
で
制
約
が
あ
り
、
独

自
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
設
計

自
由
度
の
高
さ
や
ボ
ル
ト

接
合
で
施
工
性
に
優
れ
る

点
な
ど
、
同
製
品
の
特
長

が
存
分
に
生
か
さ
れ
た
。

同
製
品
は

年
の
販
売

開
始
以
来
、
約

棟
の
実
績
が
あ
り
、

年

度
は

年
度
比

％
増
の

棟
に
採
用
さ
れ
る
見
通

し
。
都
市
部
で
は
道
路
や

鉄
道
な
ど
の
高
架
下
へ
の

商
業
施
設
建
設
が
増
え
る

と
み
て
、
同
製
品
の
優
位

性
を
ア
ピ

ル
し
、
さ
ら

な
る
拡
販
を
図
る
。

コ
ン
プ
レ

サ

や
モ

タ

な
ど
は
鉄
、
銅
、
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
な
ど
の
金
属
を
中

心
に
さ
ま
ざ
ま
な
素
材
で
構

成
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
複
合

金
属
ス
ク
ラ

プ
を
破
砕
機

（
シ

レ

ダ

）
で
加
工

処
理
す
る
場
合
、
金
属
の
延

性
、
展
性
に
よ
り
処
理
過
程

で
丸
ま
る
な
ど
の
変
形
が
起

こ
り
、
異
な
る
素
材
同
士
が

強
固
に
噛
み
込
む
ケ

ス
が

多
い
。
数
種
の
金
属
が
互
い

に
噛
み
込
ん
だ
状
態
で
は
、

選
別
ラ
イ
ン
で
の
分
離
が
困

難
な
た
め
再
度
、
シ

レ

ダ

に
投
入
し
繰
り
返
し
破

砕
す
る
こ
と
で
単
体
へ
の
分

離
を
促
進
す
る
。
シ

レ

ダ

プ
ラ
ン
ト
を
持
つ
企
業

に
と

て
は
、
こ
の
リ
タ

ン
処
理
に
伴
う
エ
ネ
ル
ギ

コ
ス
ト
、
過
粉
砕
に
よ
る
設

備
へ
の
負
荷
な
ど
が
課
題
の

一
つ
と
な

て
い
た
。

「
ス

パ

シ

レ

ダ

」

は
、
本
体
の
内
部
構
造
や
破

砕
用
ハ
ン
マ

の
形
状
、
回

転
速
度
な
ど
を
最
適
化
す
る

こ
と
で
、
素
材
同
士
の
噛
み

込
み
を
最
小
限
に
抑
え
な
が

ら
、
破
砕
処
理
を
行
う
。
破

砕
後
の
加
工
製
品
（
ス
ク
ラ

プ
）
の

％
以
上
を
素
材

ご
と
に
分
離
で
き
、
シ

レ

ダ

で
の
加
工
は

回
で

ほ
ぼ
完
了
す
る
。
ま
た
、
従

来
の
シ

レ

ダ

で
一

度
、
破
砕
し
た
も
の
を
、「
ス

パ

シ

レ

ダ

」
に

投
入
す
る
こ
と
で
リ
タ

ン

回
数
を
大
幅
に
減
ら
し
な
が

ら
、
単
体
分
離
が
可
能
と
な

る
。
丸
本
社
長
は
「
既
存
の

シ

レ

ダ

に
置
き
換
わ

る
も
の
で
は
な
い
が
、
弱
点

を
補
う
と
い
う
意
味
で
は
大

き
な
可
能
性
を
持

て
い

る
」
と
話
す
。

た
だ
破
砕
産
物
の
噛
み
込

み
を
防
ぐ
一
方
、
金
属
片
の

形
状
に
よ

て
は
手
作
業
で

分
離
で
き
る
程
度
の
引

か

か
り
や
絡
ま
り
が
生
じ
る
た

め
、
引
き
離
す
た
め
の
工
程

が
必
要
と
な
る
。
ま
た
破
砕

に
よ
り
、
単
体
を
見
れ
ば
素

材
ご
と
に
分
離
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
全
体
と
し
て
見
れ

ば
数
種
類
の
粒
状
の
金
属
が

混
在
す
る
た
め
、
そ
の
後
の

選
別
プ
ロ
セ
ス
は
不
可
欠
。

「
ス

パ

シ

レ

ダ

」

の
導
入
で
、
金
属
を
中
心
と

し
た
複
合
物
の
加
工
処
理
が

完
結
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

丸
本
鋼
材
で
は
既
存
の
非
鉄

選
別
ラ
イ
ン
や
母
材
の
選

択
、
前
処
理
の
方
法
な
ど
ノ

ウ
ハ
ウ
を
総
動
員
し
、
最
適

な
運
用
方
法
を
模
索
中
だ
。

「
ス

パ

シ

レ

ダ

」
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は

高
い
環
境
負
荷
の
低
減
効

果
。
モ

タ

容
量

、
時
間
あ
た
り
の
処
理

量
は

（
投
入
可
能
サ
イ

ズ

角
、
投
入
可
能

単
体
重
量

以
下
）
と

コ
ン
パ
ク
ト
な
設
計
と
し
、

回
の
破
砕
処
理
で
高
い
精

度
の
単
体
分
離
を
行
う
こ
と

で
、
破
砕
処
理

当
た
り

の
消
費
電
力
を
一
般
的
な
シ

レ

ダ

に
比
べ
て
約

％
削
減
し
た
。
大
型
シ

レ

ダ

に
比
べ
時
間
当
た
り

の
処
理
能
力
は
抑
え
ら
れ
て

い
る
も
の
の
、
高
い
省
エ
ネ

効
果
で
処
理
コ
ス
ト
の
圧
縮

に
つ
な
が
る
。
こ
う
し
た
点

が
評
価
さ
れ
、
環
境
省
の
省

Ｃ
Ｏ
型
リ
サ
イ
ク
ル
高
度

化
設
備
導
入
促
進
事
業
の
対

象
設
備
と
し
て
採
択
さ
れ
た

実
績
も
あ
る
。

鉄
や
非
鉄
金
属
な
ど
の
複

合
物
は
処
理
コ
ス
ト
が
高

く
、
国
内
で
選
別
処
理
さ
れ

ず
中
国
な
ど
に
輸
出
さ
れ
て

い
る
も
の
が
多
い
。
人
件
費

が
安
い
国
で
は
複
合
物
も
手

作
業
で
解
体
で
き
る
が
国
内

で
は
手
解
体
は
難
し
く
、
機

械
化
も
電
力
コ
ス
ト
が
高

く
、
採
算
ベ

ス
に
は
乗
り

づ
ら
い
。
国
内
で
発
生
し
た

再
生
資
源
は
、
可
能
な
限
り

国
内
で
循
環
さ
せ
る
と
い
う

大
き
な
流
れ
が
あ
る
中
、
コ

ス
ト
を
抑
え
た
複
合
物
の
選

別
処
理
は
今
後
、
さ
ら
に
ニ

ズ
が
高
く
な
る
と
み
ら
れ

る
。丸

本
鋼
材
は
開
発
段
階
か

ら
ユ

ザ

の
視
点
で
、
近

畿
工
業
に
協
力
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
方
法
や
細
か
な
改
良
を

提
案
し
て
き
た
。
省
Ｃ
Ｏ

の
効
果
を
確
認
す
る
実
証
事

業
に
も
参
加
す
る
。
そ
う
し

た
経
験
か
ら
丸
本
社
長
は

「
こ
れ
ま
で
の
シ

レ

ダ

と
は
全
く
別
の
カ
テ
ゴ
リ

の
設
備
。
メ
リ

ト
、
デ

メ
リ

ト
を
見
極
め
る
こ
と

が
重
要
」
と
す
る
。
近
畿
工

業
は
兵
庫
県
三
木
市
の
自
社

工
場
内
に
破
砕
・
選
別
の
テ

ス
ト
棟
を
開
設
し
て
お
り
、

「
ス

パ

シ

レ

ダ

」

を
は
じ
め
各
種
リ
サ
イ
ク
ル

処
理
設
備
を
見
学
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

金
属
リ
サ
イ
ク
ル
の
丸
本
鋼
材
（
本
社

広
島
市
、
丸
本
陽
章
社
長
）
は
こ
の
ほ

ど
、
近
畿
工
業
（
兵
庫
県
神
戸
市
、
和
田
直
哉
社
長
）
の
新
型
分
離
破
砕
機
「
ス

パ

シ

レ

ダ

」
を
初
め
て
導
入
し
た
。
工
業
用
機
械
な
ど
金
属
を
中
心
と
し

た
複
合
物
の
加
工
処
理
に
特
化
し
た
シ

レ

ダ

の
商
業

号
機
で
、
す
で
に
稼

働
を
開
始
し
て
い
る
。
複
合
物
を
素
材
の
種
類
ご
と
に
高
い
精
度
で
分
離
す
る
と
と

も
に
、
省
エ
ネ
ル
ギ

化
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
排
出
量
の
削
減
で
環
境
負
荷
の
低
減
を
実

現
し
た
。

軽
仮
設
機
材
メ

カ

の

中
央
ビ
ル
ト
工
業
は
、
旭
化

成
ホ

ム
ズ
と
の
業
務
資
本

提
携
を
決
め
た
。
提
携
の
目

的
は
、
事
業
展
開
が
伸
び
悩

む
金
属
加
工
事
業
の
立
て
直

し
だ
。

同
社
は

日
、
旭
化
成
ホ

ム
ズ
と
の
業
務
資
本
提
携

契
約
の
締
結
を
発
表
し
た
。

提
携
に
よ
り
、
中
央
ビ
ル
ト

工
業
は
千
葉
工
場
（
千
葉
県

四
街
道
市
）
の
敷
地
の
一
部

を
旭
化
成
ホ

ム
ズ
に
賃
貸

し
、
旭
化
成
ホ

ム
ズ
は
鉄

骨
部
材
工
場
を
新
設
。
新
設

さ
れ
た
工
場
を
旭
化
成
ホ

ム
ズ
か
ら
賃
借
、
製
造
設
備

に
つ
い
て
は
同
グ
ル

プ
の

旭
化
成
住
工
か
ら
賃
借
し
、

旭
化
成
住
工
か
ら
製
造
受
託

さ
れ
た
建
物
用
鉄
骨
部
材
を

製
造
す
る
。

旭
化
成
ホ

ム
ズ
は
、
第

三
者
割
当
増
資
と
筆
頭
株
主

で
あ
る
ア
ル
イ
ン
コ
と
の
相

対
取
引
に
よ
る
譲
渡
で
株
式

を
取
得
し
、
取
得
後
の
議
決

権
比
率
は
旭
化
成
ホ

ム
ズ

・

％
、
ア
ル
イ
ン
コ

・

％
（
現

・

％
）、日

鉄
住
金
建
材

・

％
（
現

・

％
）
と
な
る
。
旭
化

成
ホ

ム
ズ
は
中
央
ビ
ル
ト

工
業
の
株
主
総
会
で
承
認
決

議
さ
れ
る
こ
と
を
条
件
に
、

取
締
役

人
と
取
締
役
・
監

査
等
委
員

人
を
派
遣
す

る
。中

央
ビ
ル
ト
工
業
は
、「
ア

ル
ミ
ス
カ
イ
ガ

ド
」
に
代

表
さ
れ
る
枠
組
足
場
の
リ

デ

ン
グ
カ
ン
パ
ニ

と
し

て
業
界
を
け
ん
引
し
て
き
た

一
方
、
鉄
骨
部
材
の
加
工
を

行
う
鉄
構
事
業
を
も
う

つ

の
柱
と
し
て
き
た
。

年
に
鉄
構
事
業
を
開
始

し
、
旭
化
成
ホ

ム
ズ
と
は

年
か
ら
住
宅
用
鉄
骨
部
材

の
製
造
受
託
を
請
け
負
う
な

ど
取
り
引
き
の
歴
史
は
長
か

た
が
、

年
に
は

旭
化
成
ホ

ム
ズ
が
競
争
力

強
化
に
向
け
「
ヘ

ベ
ル
ハ

ウ
ス
」
な
ど
に
使
用
さ
れ
る

鉄
骨
部
材
の
グ
ル

プ
内
製

化
の
推
進
を
通
達
。
こ
れ
に

よ
り
、
中
央
ビ
ル
ト
工
業
の

年
度
業
績
で
同
グ
ル

プ

へ
の
売
上
高
は

％
減
少
し

売
上
高
で
約

億
円
、
粗
利

益
ベ

ス
で
は

万

円
（
発
表
時
見
込
み
）
の
減

少
影
響
が
あ

た
と
見
ら
れ

る
。こ

う
し
た
事
態
を
受
け
、

同
社
は

年
度
に
鉄
構
営
業

と
開
発
営
業
を
一
体
化
し
た

「
鉄
構
開
発
営
業
」（

年
度

に
「
金
属
加
工
事
業
」
に
改

称
）
を
立
ち
上
げ
、
高
速
道

路
用
吊
り
足
場
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
製

造
や
太
陽
光
パ
ネ
ル
架
台
製

造
、
集
合
住
宅
の
鉄
骨
加
工

な
ど
に
注
力
。

年
度
に
は

赤
字
幅
を

万
円
ま
で

圧
縮
し
、

年
度
の
セ
グ
メ

ン
ト
黒
字
化
も
視
野
に
入

て
い
た
。

一
方
、
今
期
売
上
高
は
鉄

骨
部
材
製
造
受
託
の
逸
注

や
、
く
さ
び
緊
結
式
足
場
・

吊
り
足
場
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
製
造
が

減
少
し
た
こ
と
で
大
幅
減
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
厳

し
い
環
境
を
打
破
す
る
た

め
、
旭
化
成
ホ

ム
ズ
と
の

提
携
を
決
断
し
た
。

新
設
予
定
の
工
場
は
、
自

動
製
造
ラ
イ
ン
な
ど
で
生
産

性
を
大
幅
に
引
き
上
げ
た
先

進
的
な
工
場
と
す
る
計
画

で
、
本
格
稼
働
す
れ
ば
金
属

加
工
事
業
の
生
産
高
は
大
幅

に
伸
び
る
見
通
し
。
そ
れ
に

先
駆
け
、
従
来
請
け
負

て

い
た
鉄
骨
部
材
製
造
も
来
期

に
は
増
加
す
る
見
込
み
で
、

業
績
の
押
し
上
げ
が
期
待
さ

れ
る
。
滋
賀
県
東
近
江
市
に

本
社
工
場
を
置
く
旭
化
成
住

工
に
と

て
も
、
首
都
圏
で

の
需
要
取
り
込
み
の
強
化
に

向
け
好
立
地
の
拠
点
と
な

り
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
メ
リ

ト
も
大
き
い
。

新
工
場
建
設
に
伴
い
、
中

央
ビ
ル
ト
工
業
は
新
た
に
千

葉
県
土
気
市
に
機
材
セ
ン
タ

を
設
け
リ

ス
用
機
材
を

移
転
す
る
予
定
で
、
第
三
者

割
当
増
資
に
よ
る
調
達
資
金

億

万
円
を
充
当

す
る
。

今
回
の
提
携
に
よ
り
新
体

制
に
移
行
し
、
東
京
オ
リ
ン

ピ

ク
関
連
を
中
心
に
盛
り

上
が
る
首
都
圏
需
要
の
捕
捉

と
金
属
加
工
事
業
の
業
容
拡

大
を
図
る
。
こ
う
し
た
流
れ

を
受
け
、
新
年
度
以
降
に
は

中
期
経
営
計
画
も
公
表
す
る

見
通
し
だ
。（
伴
野

隆
馬
）

【
名
古
屋
】
東
海
コ
イ

ル
セ
ン
タ

工
業
会
は

日
、
名
古
屋
市
内
の
レ
セ

プ
シ

ン
ハ
ウ
ス
名
古
屋

逓
信
会
館
で
新
春
懇
親
会

を
開
催
し
、
関
係
者
約

人
が
出
席
し
た
。

会
を
代
表
し
小
河
通
治

・
東
海
コ
イ
ル
セ
ン
タ

工
業
会
会
長
（
小
河
商
店

社
長
）
が
「
東
海
地
区
の

昨
年
の
コ
イ
ル
セ
ン
タ

の
出
荷
量
は

万

と
前
年（

年
）

に
比
べ

万

、

・

％
増
、
昨
年

―

月
で

見
る
と
、

万

と
前
年
比
ほ
ぼ
横

ば
い
と
な

た
。
一
方
、

全
国
コ
イ
ル
セ
ン
タ

の

昨
年
の
出
荷
量
は

万

と
同

％
増
と
な

た
が
、

年
連
続
で
年
間

万

に
届
か
な

た
。
春

先
の
熊
本
大
震
災
や
、
ユ

ザ

の
小
ロ

ト
・
短

納
期
の
要
望
、
材
料
の
ハ

イ
テ
ン
化
で
生
産
性
が
落

ち
た
こ
と
も
影
響
し
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、

今
年
も
皆
さ
ん
の
企
業
が

安
全
に
安
定
操
業
で
き
る

よ
う
お
祈
り
す
る
と
と
も

に
、
お
の
お
の
企
業
と
し

て
は
頑
張

て
い
き
ま
し

う
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
赤
松
將

雄
・
新
日
鉄
住
金
名
古
屋

支
店
長
が
「
わ
れ
わ
れ
メ

カ

は
現
在
、
価
格
の

適
正
化
に
努
め
て
お
り
、

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
経
済
産
業
省
、
中

小
企
業
庁
は
適
正
取
引
マ

ニ

ア
ル
な
ど
、
コ
イ
ル

セ
ン
タ

業
界
に
と

て

も
フ
イ

ト
す
る
も
の
を

作
成
し
て
く
れ
て
い
る
。

加
工
賃
の
改
善
に
つ
い
て

は
あ
き
ら
め
ず
に
、
し

か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
大
事
だ
」
と
述
べ

た
。

新
日
鉄
住
金
ソ
リ

シ

ン
ズ（
Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
、

謝
敷
宗
敬
社
長
）は

日
、

日
本
プ
ロ
サ

カ

リ

グ
向
け
に
Ａ
Ｉ
（
人
工
知

能
）
の
一
種
で
あ
る
機
械

学
習
を
活
用
し
た
年
間
入

場
者
数
の
予
測
モ
デ
ル
を

開
発
し
た
と
発
表
し
た
。

予
測
の
た
め
の
変
数
と
し

て
ス
タ
ジ
ア
ム
別
平
均
入

場
数
、キ

ク
オ
フ
時
刻
、

日
付
、
入
場
者
が
増
え
や

す
い
一
部
の
特
徴
的
な
節

（
節
フ
ラ
グ
）
の

つ
を

採
用
す
る
と
と
も
に
、
分

析
ツ

ル
と
し
て
は
売
り

上
げ
予
測
な
ど
で
使
わ
れ

る
多
変
量
解
析
の
一
つ
で

あ
る
重
回
帰
分
析
を
使

て
モ
デ
ル
化
し
た
。

年
シ

ズ
ン
で
は
予

測
と
実
績
の
誤
差
が
約

・

％
に
と
ど
ま

た
。

Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
は
Ｊ
リ

グ
に
対
し
て

年

か
ら
最
適
化
技
術
を
使

た
「
試
合
日
程
自
動
作
成

シ
ス
テ
ム
（
マ

チ
ス
ケ

ジ

ラ

）」を
提
供

し
、
シ

ズ
ン
の
試
合
日

程
策
定
業
務
を
行

て
い

る
。
同
時
に
入
場
者
数
の

予
測
モ
デ
ル
に
つ
い
て
も

開
発
を
進
め
て
き
て
い

た
。

両
社
は
今
回
の

成
果
を
踏
ま
え
、

年
シ

ズ
ン
を
め
ど
に
試

合
日
程
自
動
作
成

シ
ス
テ
ム
と
年
間

入
場
者
数
の
予
測

モ
デ
ル
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
、

入
場
者
の
増
加
に

向
け
た
試
合
日
程

の
実
現
を
図
る
構

え
だ
。

さ
ら
に
、
Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｌ

は
年
間
か
ら

カ
月
先
の

予
測
と
い
う
ス
キ

マ
転

換
や
、

試
合
当
た
り
の

精
度
向
上
へ
の
取
り
組
み

も
模
索
し
て
お
り
、
鹿
島

ア
ン
ト
ラ

ズ
な
ど
と
研

究
を
推
進
。
こ
う
し
た
取

り
組
み
が
実
用
化
さ
れ
れ

ば
、
警
備
員
の
人
数
最
適

化
、
グ

ズ
在
庫
の
最
適

化
、
イ
ベ
ン
ト
効
果
の
定

量
的
把
握
、
天
候
対
策
な

ど
の
ス
タ
ジ
ア
ム
改
修
な

ど
へ
の
効
果
も
期
待
で
き

る
と
し
て
い
る
。

日
に
は
情
報
サ

ビ

ス
産
業
協
会
が
開
い
た
記

者
向
け
説
明
会
「
ス
ポ

ツ
を
進
化
さ
せ
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
」
で
、
同
社
技
術
本
部

シ
ス
テ
ム
研
究
開
発
セ
ン

タ

の
赤
塚
慎
平
氏
が
予

測
モ
デ
ル
を
発
表
し
た
。

新
日
鉄
住

金
は

日
、

高
圧
水
素
用

ス
テ
ン
レ
ス

鋼
「
Ｈ
Ｒ
Ｘ

」
の
ブ
ラ

ン
ド
ロ
ゴ

写
真

を
新

た
に
制
定
し

た
と
発
表
し

た
。
商
用
水

素
ス
テ

シ

ン
で
採
用
実

績
を
伸
ば
し
て
い
る
同
品
種

の
さ
ら
な
る
認
知
度
向
上
を

目
的
と
し
て
い
る
。

今
回
制
定
し
た
ブ
ラ
ン
ド

ロ
ゴ
に
は
、
美
麗
な
ス
テ
ン

レ
ス
鋼
を
イ
メ

ジ
し
た
シ

ル
バ

グ
レ
イ
、
水
素
と
信

頼
を
イ
メ

ジ
し
た
ブ
ル

、
Ｘ
の
右
上
部
分
に
は
環

境
へ
の
思
い
を
イ
メ

ジ
し

た
タ

コ
イ
ズ
グ
リ

ン
の

カ
ラ
―
を
使
用
し
た
。今
後
、

水
素
ス
テ

シ

ン
の
現
地

配
管
や
ユ
ニ

ト
配
管
に
ブ

ラ
ン
ド
名
を
表
示
す
る
こ
と

に
よ
り
、
認
知
度
向
上
と
信

頼
獲
得
に
努
め
て
い
く
考

え
。ま

た
、
新
日
鉄
住
金
は
Ｈ

Ｒ
Ｘ

に
関
す
る
専
用
ウ

ブ
サ
イ
ト
（http

://w
w
w
.nssm

c.com
/pro

duct/hrx
/

）
を

日

に
開
設
し
て
い
る
。
サ
イ
ト

で
は
Ｈ
Ｒ
Ｘ

の
最
新
の
技

術
や
適
用
事
例
を
紹
介
し
て

い
る
。

山
陽
特
殊
製
鋼
は

日
か
ら
東
京
・
有

明
の
東
京
ビ

ク
サ

イ
ト
で
開
催
し
て
い

る
「

Ｄ
プ
リ
ン
テ

ン
グ

」

に
金
属
粉
末
・
粉
末

成
形
品
な
ど
を
展
示

し
、
初
日
か
ら
多
数

の
来
場
者
が
ブ

ス

を
訪
れ
た
。

展
示
品
の
一
つ
「

Ｄ

プ
リ
ン
タ

用
高
機
能
ガ

ス
ア
ト
マ
イ
ズ
金
属
粉

末
」
は
、
流
動
性
が
良
好

で
充
填
密
度
が
高
い
。
高

清
浄
度
と
し
て
も
固
化
成

形
時
の
不
純
物
が
少
な
く

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
チ
タ
ン

な
ど
を
含
む
組
成
製
造
が

可
能
な
ど
の
特
長
を
有
す

る
。

ロ

ト
数

の
試
作

か
ら
数

レ
ベ
ル
の
量
産

ま
で
対
応
し
、
専
用
設
計

を
含
む
各
種
合
金
ニ

ズ

に
対
応
す
る
。
同
展
示
会

は
、
き

う

日
ま
で
開

催
。 【

名
古
屋
】
機
械
商
社

で
金
属
接
合
事
業
な
ど
を

手
掛
け
る
進
和
は

日
、

カ

ル
ツ

イ
ス
社
お
よ

び
そ
の
グ
ル

プ
の
計
測

機
器
を
取
引
先
に
紹
介
す

る
「
進
和
ツ

イ
ス
イ
ノ

ベ

シ

ン
セ
ン
タ

」

プ
ラ
イ
ベ

ト
シ

を

開
催
し
た
。
会
期
は

、

の

日
間
で
、

社
か

ら

人
の
規
模
。「
カ

ボ
デ

ソ
リ

シ

ン
」
を
テ

マ
に
据
え
た

今
回
は
自
動
車
生
産
ラ
イ

ン
の
効
率
化
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
機
器
を
は
じ

め
、
航
空
宇
宙
分
野
や
医

療
分
野
に
も
訴
求
で
き
る

機
器
を
ラ
イ
ン
ア

プ
に

そ
ろ
え
、
多
様
化
す
る
市

場
の
計
測
ニ

ズ
に
お
け

る
効
果
的
な
先
端
機
器
を

紹
介
し
た
。

今
回
は
本
社
展
示
場
の

イ
ノ
ベ

シ

ン
セ
ン
タ

で
日
本
初
リ
リ

ス
と

な
る
機
器
も
含
め
紹
介
。

デ
ジ
タ
ル
光
学
式

Ｄ
セ

ン
サ
「
Ａ
Ｉ
Ｍ
ａ
ｘ
」、イ

ン
ラ
イ
ン

Ｄ
点
群
処
理

セ
ン
サ
「
Ａ
Ｉ
Ｍ
ａ
ｘ

Ｃ
ｌ
ｏ
ｕ
ｄ
」、ホ
リ
ゾ
ン

タ
ル
ア

ム
形
座
標
測
定

器
「
Ｐ
Ｒ
Ｏ
/
Ｐ
Ｒ
Ｏ

Ｔ
」、測
定
デ

タ
管
理
シ

ス
テ
ム
「
Ｐ
ｉ
ｗ
ｅ
ｂ
」、

非
接
触
・
高
速

光
コ
ム

形
状
測
定
器
、
非
接
触
三

次
元
デ
ジ
タ
イ
ザ
「
Ｃ
Ｏ

Ｍ
Ｅ
Ｔ

Ｌ

Ｄ

」、外

観
欠
陥
自
動
検
知
シ
ス
テ

ム
「
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ⅱ
」、ト
ラ

キ
ン
グ
式
高
速
ス
キ

ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
「
Ｔ
―

Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ

Ｃ
Ｓ
＋
」、Ｄ

ｉ
ｍ
ｅ
ｎ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ

Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
「
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
Ｍ

」、マ
ル

チ
セ
ン
サ
測
定
器
「
Ｏ
―

Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ

」、デ
ジ
タ
ル
画
像
測
定

器「
Ｏ
―
Ｓ
Ｅ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」

な
ど

種
の
機
器
、
シ
ス

テ
ム
を
展
示
し
た
。

カ

ル
ツ

イ
ス
社
の

シ

テ
フ

ン
・
サ
ク
レ

社
長
も
臨
ん
だ
会
見
で
進

和
の
森
岡
達
哉
副
社
長
は

「
カ

ル
ツ

イ
ス
社
と

の
協
力
を
拡
大
す
る
と
と

も
に
産
業
界
に
寄
与
し
、

高
精
度
な
新
規
性
の
商
品

で
広
範
な
需
要
の
取
り
込

み
を
図

て
い
く
」
と
プ

ラ
イ
ベ

ト
シ

開
催

の
意
義
を
話
し
た
。

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ

ル
は
川

崎
市
が
制
定
す
る
「
低
Ｃ

Ｏ
川
崎
ブ
ラ
ン
ド
」
に

同
社
の
「
新
し
い
製
銑
原

料
製
造
技
術
『
ス

パ

シ
ン
タ

Ｏ
Ｘ
Ｙ
』」が
認

定
さ
れ
、

日
に
同
市
中

原
区
の
と
ど
ろ
き
ア
リ

ナ
で
開
催
中
の
「
川

崎
国
際
環
境
技
術
展

」
の
認
定

結
果
発
表
会
で
証
書

が
授
与
さ
れ
た
。

中央ビルト、旭化成ホームズと提携

鉄
構
事
業
立
て
直
し
狙
う

ＪＦＥフレームキットが採用さ
れた新宿観光案内所

説
明
す
る
赤
塚
氏

あ
い
さ
つ
す
る
小
河
会
長

プ
ラ
イ
ベ

ト

シ

の
様
子

選別ラインなどの組み合わせで最適運用を目指す

近畿工業「スーパーシュレッダー」

複
合
ス
ク
ラ

プ
高
精
度
分
離

ブランドロゴを制定

新
日
鉄
住
金

高圧水素用ステンレス鋼

福
田・川
崎
市
長
㊧
と
石
毛・京

浜
地
区
副
所
長


